
図書館だより

文芸コーナー
三
人
の
子
に
先
立
た
れ
生
き
し
母
息
子
よ
我
を
残
し
て
逝
く
な

三
人
の
子
に
先
立
た
れ
生
き
し
母
息
子
よ
我
を
残
し
て
逝
く
な
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木
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木  

大
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子
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木
ヨ
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子

「
明
日
は
ど
う
短
歌
の
会
は
出
ら
れ
る
の
」
友
の
電
話
に
心
温
も
る

「
明
日
は
ど
う
短
歌
の
会
は
出
ら
れ
る
の
」
友
の
電
話
に
心
温
も
る

  

若
潮
町

若
潮
町  

伊
藤
登
美
枝

伊
藤
登
美
枝

雨
に
濡
れ
静
か
に
立
て
り
鶏
頭
の
紅
が
知
ら
し
む
季
節
の
巡
り

雨
に
濡
れ
静
か
に
立
て
り
鶏
頭
の
紅
が
知
ら
し
む
季
節
の
巡
り

  

南
神
崎

南
神
崎  

大
木　

洋
一

大
木　

洋
一

い
っ
せ
い
に
朝
顔
ひ
ら
く
夏
の
日
よ
朝
露
や
ど
す
る
り
色
さ
や
か
に

い
っ
せ
い
に
朝
顔
ひ
ら
く
夏
の
日
よ
朝
露
や
ど
す
る
り
色
さ
や
か
に

  

長　

谷　
　
　

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

蜩
の
夕
暮
破
る
高
き
声
聞
き
つ
つ
辿
る
新
盆
の
家
を

蜩
の
夕
暮
破
る
高
き
声
聞
き
つ
つ
辿
る
新
盆
の
家
を

  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

鈴
木　

和
子

鈴
木　

和
子

久
々
に
末
の
孫
よ
り
息
は
ず
ま
せ
「
今
日
出
発
だ
よ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
」

久
々
に
末
の
孫
よ
り
息
は
ず
ま
せ
「
今
日
出
発
だ
よ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
」

  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

川
手　
　

芳

乗
車
せ
む
時
刻
に
心
急
き
な
が
ら
横
断
歩
道
の
赤
信
号
見
つ
む

乗
車
せ
む
時
刻
に
心
急
き
な
が
ら
横
断
歩
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赤
信
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見
つ
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飯
倉
台

飯
倉
台  

多
部
田
佐
智
子

多
部
田
佐
智
子

手
綱
は
り
足
の
弱
り
し
わ
れ
を
引
く
犬
も
慣
れ
た
る
農
道
コ
ー
ス

手
綱
は
り
足
の
弱
り
し
わ
れ
を
引
く
犬
も
慣
れ
た
る
農
道
コ
ー
ス

  

栢　

田

栢　

田  

渡
辺　

重
雄

渡
辺　

重
雄

昨
夜
二
つ
今
宵
三
つ
咲
く
夕
顔
の
ま
白
き
花
に
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

昨
夜
二
つ
今
宵
三
つ
咲
く
夕
顔
の
ま
白
き
花
に
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

  

野　

手

野　

手  

石
田　

秀
子

石
田　

秀
子

人
々
に
か
か
わ
り
う
す
く
籠
り
居
に
過
ぎ
て
八
月
も
残
り
少
な
し

人
々
に
か
か
わ
り
う
す
く
籠
り
居
に
過
ぎ
て
八
月
も
残
り
少
な
し

  

今　

泉

今　

泉  

小
川
み
さ
子

小
川
み
さ
子

百
年
の
小
学
校
の
廃
さ
れ
て
庭
に
外
灯
一
つ
明
る
し

百
年
の
小
学
校
の
廃
さ
れ
て
庭
に
外
灯
一
つ
明
る
し

  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

治

石
田　
　

治

遠
雷
や
切
子
グ
ラ
ス
を
盆
に
伏
せ

遠
雷
や
切
子
グ
ラ
ス
を
盆
に
伏
せ  

八
日
市
場
ハ

八
日
市
場
ハ  

大
川　

宜
子

大
川　

宜
子

短　

歌

短　

歌  

小
泉
小
泉  

泰
淸
泰
淸  

推
薦
推
薦

俳　

句

俳　

句

八
木
八
木  

佐
久
司

佐
久
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

休館日…毎週月曜日、【八日市場】１日
（日）～９日（月）【のさか】５日（木）・
10日（火）

★八日市場図書館が開館します
　空調設備改修工事に伴い休館していた
八日市場図書館が、10日（火）から開館
します。ぜひご利用ください（開館時間
は９時～21時。問い合わせや登録などは
17時まで）
★赤ちゃんにも絵本を
　図書館にある「赤ちゃん絵本」を利用
して、親子の触れ合いの時間を持ちませ
んか。赤ちゃんにとって、優しい声でお
話を読んでもらうのは、意味は分からな
くても、心の成長を助けるとともに脳の
発達を促すと言われています。
★赤ちゃんと楽しむわらべうたの会
　心地よいリズムに美しい言葉をのせた
「童歌」を楽しみながら、「聞く」「話す」
といった言葉の基本が身に付きます。
日時…10月19日（木）10時～11時　場所
…八日市場図書館　対象…生後６か月～
２歳未満児とその保護者　定員…15組
（申し込み順）　申し込み…八日市場図書
館（開館日の９時～17時）
★おはなし会
日時…毎週土曜日（７日を除く）14時か
から約30分間　場所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

市政の窓

№81

常
在
戦
場

だ
し
い
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
半
月
余
り
で
急
転
直

下
、
急
き
ょ
選
挙
戦
に
挑
む
衆

議
院
議
員
立
候
補
者
や
、
関
係

者
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
９
月
の
決
算
議
会
終

了
後
は
、
彼
岸
に
墓
参
り
を
し
、

〝
実
り
〞の
秋
を
は
じ
め
〝
読
書
〞、

〝
ス
ポ
ー
ツ
〞、〝
食
欲
〞
の
秋
の

中
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
の
参
加
予
定
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
特
に
、
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
、
市
民
体
育
大
会
、

飯
高
檀
林
コ
ン
サ
ー
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
、
よ
か
っ

ぺ
祭
り
、
戦
没
者
追
悼
式
、
文

化
祭
な
ど
の
行
事
を
こ
な
し
な

が
ら
、
総
選
挙
を
注
視
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
の
政
局
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
北
朝
鮮
の
挑
発
行
動
に

は
大
き
な
危
惧
と
憤
り
を
覚
え

ま
す
。
度
重
な
る
核
実
験
や
、

我
が
国
上
空
を
通
過
す
る
大
陸

間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験

は
ま
さ
に
恐
怖
で
あ
り
、
こ
れ

以
上
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
挑
発
は
、

核
の
ボ
タ
ン
を
持
つ
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
性
格
を
思
う
と
、
第

３
次
世
界
大
戦
の
開
戦
を
も
心

配
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
局
安
泰
に
よ
る
我
が
国
の

発
展
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

切
に
願
う
も
の
で
す
。

　

衆
議
院
議
員
の
先
生
方

は
文
字
通
り
常
在
戦
場
で

あ
り
ま
す
。
９
月
初
旬
に

「
林
幹
雄
代
議
士
と
各
種

団
体
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」

に
出
席
し
た
時
は
、
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
政
局
を
見
る
限
り
、

春
過
ぎ
か
ら
早
期
解
散
の
噂
も

あ
り
ま
し
た
が
、
年
内
解
散
は

薄
ら
い
だ
と
の
思
い
を
参
加
し

た
方
々
の
多
く
が
感
じ
て
い
た

は
ず
で
あ
り
ま
す
。

　

台
風
18
号
一
過
で
ホ
ッ
と
し

た
９
月
の
中
旬
に
、
突
如
解
散

風
が
吹
き
始
め
、
下
旬
の
臨
時

国
会
冒
頭
で
の
解
散
。
そ
し
て

10
月
に
は
総
選
挙
と
い
う
慌
た

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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匝
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聴
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匝瑳
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こ
の
夏
、「
地
獄
・
極
楽
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
展
覧
会
を
見
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
人
間
が
亡
く
な

る
直
前
、
極
楽
浄
土
に
迎
え
る
た

め
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

が
現
れ
る
様
子
を

描
い
た
「
来ら

い

迎ご
う

図ず

」
や
、
死
後
裁

き
に
あ
う
様
子
の
「
地
獄
図
」
な

ど
千
年
ほ
ど
前
か
ら
描
か
れ
た
絵

図
や
仏
像
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
「
閻え

ん

魔ま

王お
う

」
が
あ
り
、

「
う
そ
を
つ
く
と
、
え
ん
ま
様
に

舌
を
抜
か
れ
る
」
と
い
う
話
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
様
子
が
地
獄
絵
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

地
獄
の
王
で
あ
る
閻
魔
王
の
木

像
は
、
市
内
の
寺
院
で
も
何
体
か

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
紹

介
す
る
の
は
石
像
の
も
の
で
す
。

　

市
営
山
桑
野
球
場
の
近
く
に
医

光
院
が
あ
り
、
県
道
を
隔
て
た
集

落
入
り
口
の
そ
ば
の
墓
地
に
「
え

ん
ま
様
」が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

像
の
高
さ
は
77
㎝
ほ
ど
で
す
が

台
石
に
乗
り
、
右
手
に
持
つ
笏

し
ゃ
く

は

欠
け
る
も
の
の
冠
を
付
け
た
、
い

か
め
し
い
顔
に
、
目
を
つ
り
上
げ

口
を
開
い
た
一
般
的
に
見
ら
れ
る

閻
魔
王
の
姿
で
す
。
背
面
に
刻
ま

れ
た
文
字
か
ら
、
３
０
０
年
ほ
ど

前
の
１
７
１
６
（
正
徳
６
）
年
３

月
に
山
桑
村
の
男
女
の
集
ま
り
で

あ
る
「
念
仏
講
中
」
に
よ
っ
て
ま

つ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
つ
ら
れ
た
頃
に
は
、
正
月
と

７
月
の
16
日
が
「
地
獄
の
釜
も
あ

く
、
え
ん
ま
様
の
縁
日
」
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
の
で
、
人
び
と
の
お

参
り
を
願
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

石
像
の
え
ん
ま
様
は
も
う
１
体
、

東
小
笹
区（
共
興
地
区
）の
廃
寺
・

薬
王
院
跡
の
共
同
墓
地
に
あ
り
ま

す
。
高
さ
58
㎝
ほ
ど
で
、
山
桑

の
像
と
比
べ
る
と
小
ぶ
り
で
す

が
、
東
小
笹
村
の
佐
藤
伊
兵
衛
が

１
７
９
７
（
寛
政
９
）
年
８
月
に

ま
つ
り
、
由
緒
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
伊
兵
衛
は
１
７
６
３
（
宝
暦

13
）
年
６
月
に
父
・
三
郎
兵
衛
に

頼
ま
れ
木
像
の
閻
魔
王
を
ま
つ
り

ま
し
た
が
、
破
損
し
た
の
で
再
建

し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

２
体
の
石
像
・
閻
魔
王
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
人
は
死
後
、
冥め

い

界か
い

（
死
後
の
世
界
）
の
裁
判
官
で
あ

る
10
人
の
王
（
十
王
）
の
裁
き
を

受
け
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
王
を
描
い
た
図
が
「
十
王
図
」

で
、
10
幅
そ
ろ
っ
た
も
の
が
米
倉

区
（
中
央
地
区
）
の
西
光
寺
に
伝

わ
り
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
紹
介
は
別
の
機
会

に
し
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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え
ん
ま
様

山
桑
を
歩
く

沖
ゆ
く
帆
雲
に
あ
づ
け
て
秋
の
暮

沖
ゆ
く
帆
雲
に
あ
づ
け
て
秋
の
暮  

長　

谷

長　

谷  

宇
野
と
し
子

宇
野
と
し
子

千
草
咲
く
一
人
住
ま
い
や
秋
の
空

千
草
咲
く
一
人
住
ま
い
や
秋
の
空  

八
日
市
場
ロ

八
日
市
場
ロ  

髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

夜
を
通
し
籾
乾
燥
機
唸
り
け
り

夜
を
通
し
籾
乾
燥
機
唸
り
け
り  

内　

山

内　

山  

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

盆
僧
の
経
急
き
立
て
る
木
魚
の
音

盆
僧
の
経
急
き
立
て
る
木
魚
の
音  

八　

辺

八　

辺  

依
知
川
き
よ

依
知
川
き
よ

蔀
戸
を
抜
け
る
西
日
や
堂
赤
し

蔀
戸
を
抜
け
る
西
日
や
堂
赤
し  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

椎
名　

晴
江

椎
名　

晴
江

い
つ
の
間
に
止
ま
り
し
時
計
夏
終
る

い
つ
の
間
に
止
ま
り
し
時
計
夏
終
る  

飯　

高

飯　

高  

安
藤　

建
子

安
藤　

建
子

つ
ゆ
草
や
登
校
の
自
転
車
列
正
し

つ
ゆ
草
や
登
校
の
自
転
車
列
正
し  

若
潮
町

若
潮
町  

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

杖
の
身
に
傘
さ
し
呉
れ
て
霊
送
り

杖
の
身
に
傘
さ
し
呉
れ
て
霊
送
り  

栢　

田

栢　

田  

伊
藤　

定
子

伊
藤　

定
子

送
り
火
を
焚
い
て
一
人
に
又
な
り
ぬ

送
り
火
を
焚
い
て
一
人
に
又
な
り
ぬ  

栢　

田

栢　

田  

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

こ
ぼ
れ
萩
野
点
の
席
に
色
を
添
え

こ
ぼ
れ
萩
野
点
の
席
に
色
を
添
え  

今　

泉

今　

泉  

須
貝　

玉
枝

須
貝　

玉
枝

カ
レ
ー
味
イ
ン
ド
人
に
も
褒
め
ら
れ
る

カ
レ
ー
味
イ
ン
ド
人
に
も
褒
め
ら
れ
る  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

宛
名
書
き
得
意
の
書
道
役
に
立
ち

宛
名
書
き
得
意
の
書
道
役
に
立
ち  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

褒
め
ら
れ
た
野
菜
市
場
で
高
く
売
れ

褒
め
ら
れ
た
野
菜
市
場
で
高
く
売
れ  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

常
世
田
や
す
子

常
世
田
や
す
子

今
朝
の
祖
母
デ
イ
じ
ゃ
も
て
る
と
自
慢
顔

今
朝
の
祖
母
デ
イ
じ
ゃ
も
て
る
と
自
慢
顔  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

稔
る
秋
田
圃
ア
ー
ト
の
腕
が
冴
え

稔
る
秋
田
圃
ア
ー
ト
の
腕
が
冴
え  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

十
人
十
色

十
人
十
色  

自
慢
の
腕
を
見
せ
る
シ
ョ
ー

自
慢
の
腕
を
見
せ
る
シ
ョ
ー  

飯　

塚

飯　

塚  

鈴
木
ツ
ネ
子

鈴
木
ツ
ネ
子

近
頃
は
辞
書
を
泣
か
せ
る
名
が
流
行
る

近
頃
は
辞
書
を
泣
か
せ
る
名
が
流
行
る  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

欲
し
が
れ
ば
俺
よ
り
金
が
偉
く
な
る

欲
し
が
れ
ば
俺
よ
り
金
が
偉
く
な
る  

春　

海

春　

海  

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

盆
前
は
ヒ
ト
で
に
ぎ
わ
う
墓
地
あ
た
り

盆
前
は
ヒ
ト
で
に
ぎ
わ
う
墓
地
あ
た
り  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

匝瑳地区山桑にある閻魔王石像。厳しい
裁きを言い渡しているかのような顔つき
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